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１
年
間
、
予
算
に
基
づ
き
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た
結
果
、
収
入

と
支
払
い
の
結
果
を
表
す
も
の
が

決
算
で
す
。
決
算
を
見
る
と
行
政

の
努
力
の
跡
や
課
題
も
見
え
、
財

政
状
況
も
わ
か
り
ま
す
。

こ
の
決
算
に
つ
い
て
区
議
会
が

区
民
を
代
表
し
て
審
査
し
て
い
ま

す
。

決
算
特
別
委
員
会
委
員
名
簿

◎
島
村

高
彦（
公

明

党
）

○
吉
村

辰
明（
自
民
党
豊
島
区
議
団
）

根
岸

光
洋（
公

明

党
）

橋
本

久
美（
み
ん
な
・
無
所
属
刷
新
の
会
）

関
谷

二
葉（
み
ん
な
・
無
所
属
刷
新
の
会
）

村
上

典
子（
自

治

み

ら

い
）

辻

薫（
公

明

党
）

小
林

弘
明（
み
ん
な
・
無
所
属
刷
新
の
会
）

細
川

正
博（
自
民
党
豊
島
区
議
団
）

儀
武
さ
と
る（
日

本

共

産

党
）

永
野

裕
子（
自

治

み

ら

い
）

河
原

弘
明（
自
民
党
豊
島
区
議
団
）

村
上

宇
一（
自
民
党
豊
島
区
議
団
）

小
林
ひ
ろ
み（
日

本

共

産

党
）

山
口

菊
子（
自

治

み

ら

い
）

此
島

澄
子（
公

明

党
）

本
橋

弘
�（
自
民
党
豊
島
区
議
団
）

河
野
た
え
子（
日

本

共

産

党
）

予算から次の予算までの流れ 決
算
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？

◎
委
員
長

○
副
委
員
長

自
民
党
豊
島
区
議
団

２３
年
度
一
般
会
計
及
び
３
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
賛
成
す

る
。
２３
年
度
決
算
は
、
歳
入
環
境
が

厳
し
い
中
、
こ
れ
ま
で
の
構
造
改
革

に
よ
る
人
件
費
等
の
歳
出
抑
制
が
継

続
し
て
図
ら
れ
、
前
年
度
の
負
の
遺

産
の
解
消
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
の

区
の
発
展
を
目
指
し
、
魅
力
と
価
値

を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的

に
推
進
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

款
別
に
意
見
を
述
べ
る
と
、
総
務

費
で
は
、
東
日
本
大
震
災
で
明
ら
か

に
な
っ
た
池
袋
駅
周
辺
帰
宅
困
難
者

対
策
の
課
題
に
対
応
を
。
福
祉
費
・

衛
生
費
で
は
、
敬
老
入
浴
の
教
育
効

果
的
な
視
点
も
留
意
し
浴
場
に
適
切

な
援
助
を
。
都
市
整
備
費
で
は
、
大

塚
駅
周
辺
整
備
事
業
に
つ
い
て
大
塚

の
未
来
を
考
え
た
計
画
を
。
土
木
費

で
は
、
自
転
車
の
安
全
利
用
に
関
す

る
条
例
の
責
務
を
踏
ま
え
た
十
分
な

普
及
啓
発
を
。
文
化
商
工
費
で
は
、

中
小
企
業
の
人
材
不
足
と
学
生
の
就

職
難
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
解
消
策
と
し
て

も
の
づ
く
り
メ
ッ
セ
の
活
用
を
。
教

育
費
で
は
、
特
に
理
科
教
育
を
工
夫

し
大
事
に
教
え
る
よ
う
に
要
望
。

特
別
会
計
に
つ
い
て
、
介
護
保
険

事
業
会
計
で
は
一
人
ひ
と
り
が
自
覚

を
も
ち
地
域
で
活
動
で
き
る
施
策
を
。

今
後
の
財
政
運
営
に
当
た
っ
て
は
、

総
点
検
に
よ
る
更
な
る
経
費
節
減
や

事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
盤
石

な
財
政
基
盤
を
構
築
す
る
努
力
を
継

続
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
財
源
の
投

入
を
切
に
要
望
す
る
。

平
成
２３
年
度
各
会
計
決
算

に
対
す
る
各
会
派
等
の

公

明

党

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
並
び
に
３

特
別
会
計
決
算
の
認
定
に
、
賛
成
の

立
場
か
ら
意
見
を
述
べ
る
。
公
明
党

は
区
民
の
目
線
に
立
っ
た
行
政
運
営

や
、
東
日
本
大
震
災
を
受
け
て
、
安

全
・
安
心
の
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い

る
か
等
を
主
眼
に
審
査
に
臨
ん
だ
。

款
別
に
意
見
を
述
べ
る
と
、
総
務

費
で
は
、「
セ
ー
フ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」

の
効
果
を
測
定
・
評
価
で
き
る
仕
組

み
づ
く
り
や
、「
あ
ら
ゆ
る
暴
力
を
な

く
す
宣
言
」
の
取
組
み
を
望
む
。
福

祉
費
で
は
、
稼
働
年
齢
層
生
活
保
護

受
給
者
の
就
労
支
援
強
化
、
発
達
障

が
い
者
の
成
人
期
の
就
労
支
援
を
望

む
。
衛
生
費
で
は
、
区
民
の
命
を
守

る
が
ん
の
無
料
健
診
の
Ｐ
Ｒ
、
飼
い

主
の
い
な
い
猫
対
策
の
支
援
強
化
を

望
む
。
清
掃
環
境
費
で
は
、
区
立
学

校
や
公
共
施
設
へ
の
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
を
望
む
。
都
市
整
備
費
で
は
、

区
民
住
宅
の
空
き
室
有
効
活
用
と
返

還
時
の
入
居
者
支
援
を
望
む
。
土
木

費
で
は
、
街
路
灯
の
省
エ
ネ
タ
イ
プ

改
修
計
画
の
前
倒
し
や
、
橋
梁
長
寿

命
化
計
画
の
推
進
を
望
む
。
文
化
商

工
費
で
は
、「
猪
苗
代
四
季
の
里
」
宿

泊
費
区
民
助
成
の
継
続
を
望
む
。
教

育
費
で
は
、
い
じ
め
を
起
こ
さ
せ
な

い
人
権
教
育
の
充
実
、
通
学
路
の
安

全
確
保
を
望
む
。
介
護
保
険
事
業
会

計
で
は
、
福
祉
と
住
宅
部
門
の
連
携

で
、
地
域
密
着
サ
ー
ビ
ス
充
実
を
要

望
す
る
。
今
後
と
も
持
続
可
能
な
財

政
運
営
と
、
必
要
と
す
る
区
民
へ
の

的
確
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
求
め
る
。

日
本
共
産
党

１１
年
度
一
般
会
計
な
ら
び
に
３
特

別
会
計
決
算
の
認
定
に
反
対
す
る
。

区
は
こ
の
間
、
「
財
政
難
」
を
口

実
に
行
革
と
い
っ
て
区
民
サ
ー
ビ
ス

を
削
っ
て
き
た
。
深
刻
な
区
民
要
望

に
応
え
ず
、
行
き
過
ぎ
た
借
金
返
済

や
基
金
積
立
を
し「
財
政
再
建
し
た
」

と
い
っ
て
い
た
が
、
１２
年
度
予
算
編

成
で
は
５６
億
円
の
財
源
不
足
で
歳
出

抑
制
等
の
手
だ
て
が
必
要
と
な
っ
た
。

今
後
も
更
に
区
民
に
犠
牲
を
押
し
付

け
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
問
題
。

第
一
に
区
民
の
深
刻
な
状
況
に
応

え
て
こ
な
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、

防
災
対
策
の
強
化
で
は
家
具
転
倒
防

止
金
具
取
付
補
助
の
事
業
は
不
十
分
、

耐
震
診
断
助
成
の
補
助
額
も
不
足
。

保
育
園
の
待
機
児
は
１２９
人
も
い
て
状

況
は
深
刻
。
特
養
ホ
ー
ム
の
待
機
者

は
１
千
２００
人
を
超
え
て
い
る
。
行
革

で
削
っ
た
風
呂
券
、
障
害
者
へ
の
タ

ク
シ
ー
券
も
削
っ
た
ま
ま
、
教
育
に

か
か
る
私
費
負
担
は
増
え
て
い
る
の

に
、
就
学
援
助
の
単
価
は
４
年
間
も

増
や
し
て
い
な
い
。

第
二
に
民
間
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
合

築
の
新
庁
舎
建
設
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
（
路
面

電
車
）
や
池
袋
駅
東
西
デ
ッ
キ
な
ど
、

区
民
不
在
の
大
型
開
発
に
は
お
金
を

つ
ぎ
込
ん
で
き
た
。

第
三
に
区
民
の
願
う
財
政
運
営
や

区
政
の
方
向
に
な
っ
て
い
な
い
。

特
別
会
計
は
、
毎
年
保
険
料
が
上

が
る
国
保
会
計
、
保
険
料
大
幅
値
上

げ
を
決
め
た
後
期
高
齢
者
医
療
会
計
、

介
護
保
険
会
計
も
認
め
ら
れ
な
い
。

意
見
表
明

自
治
み
ら
い

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
、
３
特
別

会
計
決
算
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
で
、
当
初

予
算
編
成
時
と
様
々
な
状
況
が
変
化

し
、
５
次
の
補
正
予
算
が
組
ま
れ
る

等
、
異
例
の
予
算
執
行
で
あ
っ
た
。

み

ぞ

う

未
曾
有
の
事
態
へ
の
対
応
が
適
切
で

あ
っ
た
か
、
新
た
に
浮
彫
り
と
な
っ

た
問
題
等
を
十
分
に
検
証
し
、
全
庁

挙
げ
て
事
業
の
総
点
検
、
不
断
の
行

財
政
改
革
に
尽
力
さ
れ
た
い
。

総
務
費
は
、
「
池
袋
駅
周
辺
混
乱

防
止
対
策
事
業
」
で
区
が
主
導
的
立

場
と
な
る
が
、
関
係
各
所
と
役
割
分

担
と
実
効
性
の
確
保
を
。
放
射
線
対

策
は
今
後
も
必
要
な
対
応
を
。
長
崎

健
康
相
談
所
の
機
能
を
改
め
て
検
証

し
、
保
健
所
の
整
理
統
合
計
画
の
再

考
を
。
福
祉
費
は
、
病
後
児
保
育
の

利
用
対
象
・
枠
拡
大
を
。予
防
接
種
は

法
改
正
等
に
際
し
丁
寧
な
対
応
と
財

源
措
置
も
含
め
積
極
的
な
取
組
み
を
。

清
掃
環
境
費
は
、
廃
油
リ
サ
イ
ク
ル

せ
っ
け
ん
の
更
な
る
活
用
を
。
２３
区

清
掃
一
部
事
務
組
合
と
の
連
絡
調
整

を
し
っ
か
り
と
行
い
、
運
営
の
透
明

性
確
保
に
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
。

教
育
費
で
は
、学
校
経
営
に
も
資
す

る
よ
う
な
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
十
分
な
利

活
用
を
。歳
入
に
つ
い
て
、私
債
権
等

の
条
例
整
備
を
活
か
し
着
実
な
収
納

対
策
を
。
緊
急
雇
用
創
出
補
助
金
の

活
用
に
つ
い
て
、
活
用
の
適
切
な
あ

り
方
の
検
証
を
。
介
護
保
険
事
業
は
、

介
護
療
養
病
床
の
廃
止
に
向
け
、
国

に
対
し
て
し
っ
か
り
と
意
見
す
べ
き
。 （

要
旨
）

み
ん
な
・
無
所
属
刷
新
の
会

平
成
２３
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
及
び
３
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

我
が
会
派
が
目
指
す
行
政
の
ス
リ

ム
化
と
は
、
い
か
に
区
民
ニ
ー
ズ
を

把
握
し
て
区
民
満
足
度
を
向
上
さ
せ

る
か
が
テ
ー
マ
で
あ
る
。
こ
の
点
を

重
視
し
、
単
な
る
予
算
削
減
・
事
業

縮
小
で
は
な
く
、
効
率
的
な
運
営
が

行
わ
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

助
成
金
等
を
活
用
し
た
一
時
的
な

事
業
は
、
事
業
廃
止
後
の
事
業
展
開

を
意
識
す
る
こ
と
で
、
本
来
の
目
的

に
沿
っ
た
助
成
金
等
の
有
効
活
用
が

な
さ
れ
る
と
考
え
る
。

�
Ｃ
Ｔ
基
盤
整
備
で
は
、
教
育
関

連
の
基
盤
整
備
や
各
調
査
結
果
の
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
の
一
元
化
に
よ
る
情
報

共
有
な
ど
が
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

健
康
福
祉
事
業
の
効
率
化
で
は
、

サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
と
、
不
正
な
支

出
や
無
駄
を
排
し
必
要
な
事
業
を
効

率
よ
く
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
国
際
観

光
都
市
の
Ｐ
Ｒ
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

な

「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
為
す
」

と
い
う
故
事
の
と
お
り
、
収
入
と
支

出
の
バ
ラ
ン
ス
は
非
常
に
重
要
で
あ

る
。
自
然
な
歳
入
増
が
見
込
ま
れ
な

い
社
会
情
勢
の
中
、
今
後
は
部
局
を

超
え
た
組
織
編
制
を
行
い
、
全
庁
的

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
幅
広
い

ア
イ
デ
ア
や
工
夫
を
募
り
、
Ｐ
Ｒ
戦

略
の
展
開
や
歳
入
確
保
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

平成２４年（２０１２年）１１月２１日 �と し ま 区 議 会 だ よ り第２２９号


